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	　研修に参加して

今回始めて介護老人保健に関する研修に参加し、様々施設で取り組んでいる事柄や、実態等が分かり勉強になった。今回南山苑は、ケアの基盤である、食事、入浴、排泄、口腔ケアの見直しを行っている段階であり、他施設の研究内容は更に、利用者個々にあった問題を取り上げ、研究に取り組んでいる事ばかりであり、こんな方法で変わる事が出来たのかと、新たな勉強になる事も合った。又、在宅、病院での取り組みを聞く事が出来、普段自分達とはあまり関わらない職種の発表を聞くことが出来た。そこで感じたのは、何事も新たな取り組みをする事は、大変労力が必要である。しかしそこで一番大切なのは、ひとつの事に向かい頑張ろうという職員一人１人の意識の持ち方、職員が一丸となり利用者の事を考えていく事の大切さだと、どの研究を聞いても感じた事だ。今後職員と意見を交わし、利用者の生活を第一に考え業務改善等を行なっていきたい。

　現在２階フロアでは、４月より業務改善の見直し、ケア提供方法の見直し、日課整備を中心に取り組んでいる。南山苑は利用者の個々の生活リズムを大切にし、４月から取り組んだ事、それによる職員の意識の変化、業務内容の変化について発表をした。どこの施設も抱えている問題は同じで、今ある人員で質の高いケア提供をして行く事は大変な事であり、理想と現実のギャップの激しさに悩みながら仕事をしている事が分かった。しかし大切なのは利用者の生活であり、いかにすごしやすい環境を提供する事が大切なのか再度認識できる機会となった。今ある人員の中で出来る事、やらなければならないことを分析しながら仕事をしていきたい。

＜研究発表についての考察＞

　上半期は主に業務整備、日課整備に力を入れてきたが、今後は介護予防にも視点を向けていかなければならない。特に南山苑は口腔ケアのアプローチ方法を変えたばかりである。認知症の方に対しての口腔清掃方法、口腔ケアセットの管理方法については見直しが必要である。実際自分自身も口腔ケアに関しての知識は浅く、拒否のある方、認知症の口腔ケア方法の見直し、管理方法の見直しが必要である。他の施設では歯科衛生士が直接現場に入り、全職員、利用者を対象に口腔ケアを指導していた。利用者一人１人のアセスメントから始まり、実施ととてもレベルの高いケア方法だった。口腔ケア技術を今後身につけ、一人一人に合わせた口腔ケアを見直しながら、出来る事から徐々に行っていきたい。

　普段、よい姿勢を保持していく為には、車椅子の洗濯、椅子の選択、テーブルの選択が大切である。今年度２階フロアでは、車椅子に長時間座っている疑似体験を行なった。そこで感じた事は、車椅子シートはお尻には優しくなく、足が床に届かず、身動きのとりにくいものだった。又、車椅子の選択方法が間違った事で起きた、じょくそう発生等もあり、普段使用する用具、利用者の身体状態のアセスメントは大切だと感じている。車椅子は長時間の姿勢保持には向いていない事を念頭におき、普段から正しい姿勢を保つ事の大切さを意識しながら、ケア提供、呼びかけを行なって生きたい。

＜研修内容報告①＞

当施設入所者の歯科衛生に関する一考察

～よりより口腔ケアを提供する為に～　　老人保健施設　　すずかけの里

　歯科衛生士が口腔ケアに直接関わり実施している研究があった。これまでのケアの問題点として

1 口腔状況とブラッシングの自立度しか把握できず、プら＾クコントロールまでは評価していない

2 口腔ケアが自立と思われている方への介入頻度がすくない　③口腔ケアに対し、関心が低く消極的な方が見られる等の改善点があった。

その対策として

	1 アセスメント表の作成　②染め出し液を使い、磨き残しを認識していただく　③自立と思われる方への介入を増やす　④レクリエーションの場を利用し、口腔ケアの実施・指導を行う等、口腔ケアに対する関心を高めた研究を行なった。

その結果

①アセスメント表を改正した事により、利用者の口腔機能の状態が具体的に把握でき、より丁寧なケアができた。②個別。集団ケアでケアの頻度が増えた事により、抵抗を示していた方も口腔ケアを受容しつつある。

だが、口腔ケアの重要性に関しては理解が不十分である為、今後も継続して、指導して頂かなければならない。

＜研修報告内容②＞

　座ることの大切さ

～車椅子の再認識と食生活の意欲向上への取り組み～　　老人保健施設　シルバーヴィラ弘前

ほとんどの施設で使用している車椅子は長時間座る機能とは適しておらず、食事摂取時の姿勢にも影響が出る事がある。この研究は車椅子使用者の利用者の食事姿勢を再認識した上で、安楽な姿勢を保ち、自分で食べられる喜びを維持・継続して頂く為のアプローチを行なったものだった。アプローチの方法として①車椅子本体への工夫②テーブルを利用者の体型に合わせ調整③食事の際、椅子に座り変えていただく④本人に適合した車椅子の購入を行なった。

普段から、どのような姿勢で過ごすのかはとても大切な事であり、一人１人の利用者の車椅子の在り方について考えさせられた。

	

	

	

	

	

	

	

	＜演題１＞

	入所者の生活リズムの改善を目指して　　～余暇時間での取り組み～

	介護老人保健施設　あしたばの里　黒石

	重度の認知症13名中8名が昼夜逆転や不穏、精神不安定などの症状を呈する方がいる。そこで、

	昼夜逆転傾向にある入所者数名を対象とし、改善を目指す

	＜方法＞

	・日中の余暇時間でのレクリエーション活動の取り組みを工夫。・居酒屋の開催（苑内）

	・散歩・歌・ご飯等を自ら盛り付け（家事手伝い）・19：30からの夜間入浴の実施

	・夜のアロマオイル（ヒーリング音楽、ホットミルク）

	以下のことを行い、活動の参加状況の経過観察と夜間の睡眠状態の観察を3ヶ月にわたり、試行・

	記録する。眠剤は使用しない。

	＜結果＞

	昔　（数字は月平均の不眠・独語）　　　　　　
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	実施前は眠剤を使い月平均6～１８日不眠・徘徊・リネンいじり・独語があった方々が3ヶ月後

	には、日中の傾眠や不穏などの軽減も見られ、生活リズムの改善に確かな手応えを感じる事がで

	きた。レク・ナイトケアをやる事により睡眠につながり利用者の表情も良くなった。

	＜演題２＞米ぬかで素肌美人に！！

	介護老人保健施設　しらかみの里

	乾燥肌は高齢者に多く当施設入所者の８０％にもみられ、掻痒・乾燥落屑が認められた。そこで

	私達は、現在化粧品にもその成分が利用されている。米ぬかを保湿剤として使用することを試み

	皮膚落屑の改善に試みた。

	＜方法＞

	・80名の利用者のうち、特に乾燥が強い15名をピックアップ。

	・週１回の写真撮影、観察。

	・米ぬか100ｇをお湯500ccに溶かし、ガーゼでこした液を入浴後全身に塗擦。

	・入浴がない日は、午前・午後1回ずつ塗布する。

	米ぬかは職員の実家・地域の方々から無料で集めコストはほとんどかかっていない。

	＜結果＞

	３ヵ月後・・・皮膚落屑は消失した。

	６ッ月後・・・皮膚に潤いがみられ皮膚色も明るくなり、掻痒感が消失した。

	痒いとの訴えがなくなり、夜眠れるようになった。肌に弾力性が増えた。

	全員に効果を得られた。保水性が増加した。

	

	＜考察＞

	米ぬかに含まれる脂溶性成分が皮脂となじみ、乾燥を改善できた事で防衛機能の向上につながっ

	た。その事が外的刺激から受けるダメージを最小限のものとし、掻痒を消失できたと考える。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　

